

































者も合めて法学部スタップ 19名と紹介されている)でスタートした本学部は， 30 
年後の本年度においても専任教員 16名で運営されています(法科大学院専任
教員で，学部専任とも認められる，いわゆるダブノレカクントの教員4名を含む)。相変
わらず規模の小さな学部です。とはいえ， 2004年度からは本学にも法科大
学院が設けられ，そこには上記夕、ブ、ノレカワント教員を含め 16名の専任教員
が所属しています。しかも，法科大学院を設置する傑には，法学部も法科大
学院も両組織の専任教員が全員一丸となって支えあっていくことが確認され
ています。全国的には既存の法学部と新規の法科大学院が学内的に対立する
大学が少なくない中で， このチームワークの良さは，本学の特長の一つにも
なっています。いずれにしましでも，法科大学院の設置により，本学の法学
専門教員の数は大きく増えることになりました。
日本の大学は，今日，大学会入時代を迎えて，大変厳しい局面に立たされ
ています。われわれとしては， これまで培ってきた本学部の特色・長所在?
しっかり維持しつつ，法科大学院とも協調しながら，さらなる飛躍，展開を
囲っていきたいと考えています。 5年ほど前から韓国の韓南大学校法科大学
(韓国では，法学部を法科大学といいます) と学部 Vベノレの交流を様々な形
で行っています。日韓双方の学生たちに， とてもいい刺激を与えています。
学部レベルでの国際交流というものがあまりなかった本学では，これは新し
い試みのーっといえます。こうしたことも含め，今後も，小所帯ながら，教
育，研究，そして社会貢献のいずれにも積極的な法学部であり続けたいと考
えています。
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